
cpン咋一①
フローリング材低温水式床暖房試簾報告書

平成22年3月1 1
.I   1一■■

株式会社　エスコンポ御中
東京都千代田区外神甲2-12こ

富士環境システ冬株元会社

試験担当:小泉伸太

ご依頼のフローリング材について床暖房対応試験の結果報告をいたします｡

1.実験方法

合板1 2mm
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床暖房試験断面図

図のような試壊装置にサンプル試験材を置き連続加温を行い､

水分含水率･収縮幅を測定する｡

試験中の床暖房温水温度は55±2. 5℃に保持

2.試験前のサンプル状況

床暖房パネル

材質 剏冾ﾝ 倩靈�_ｹd��備考 

サンプルA �7899|ﾘ6�k8ﾔ8ﾝ����R�2圭貼り ��

サンプルB �7899|ﾘ6��無垢材 ��R�2重貼り ��

サンプルC �7899|ﾘ6��無垢材 ��R�2圭貼り ��

3.試験期間

l試挨開始日時 �#����2���繝｣��｢�

l試挨終了日時 �#����2����貪#｣��ﾂ�

l試験時間 �##�鳧ｭFﾂ�

4.試験中のサンプル表面温度

平均表面温度　28.OoC　±　2.OoC
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5.試験結果及びサンプルの状況

サンプルD 倩������試族後 ��

水分含水率の変化 唐�"R�5.5% 亂9�y7ふ"縒R�

横幅収縮の変化 涛���&ﾒ�89.24m 假ｸ�Yﾒﾓ�繝��

外観の変化 僵ﾘ.る�8-ﾘ,ﾙDh-�.x.ｨ-ﾈ+�/�,X+X+ﾒ�

サンプルE 倩靈����試族後 ��

水分含水率の変化 唐繧R�5% 亂9�y7ふ2繧R�

横幅収縮の変化 涛���Vﾒ�89.3rrvn 假ｸ�Yﾒﾓ�繝Vﾒ�

外観の変化 僵ﾘ.る�8-ﾘ,ﾙDh-�.x.ｨ-ﾈ+�/�,X+X+ﾒ�

6.結論

試験は実際の使用状況を想定し､床暖房温水温度を5 5℃に設定して連続加温試験を
行いました｡

サンプルフローリング材にヒビ割れ及び､極端な反りは認められませんでした｡

フローリング材に若干の反りが認められましたが､釘で固定する事によって抑えられ
る範囲と思われ､日常生活に支障を及ぼすような変形とは考えにくいものです｡

収縮幅は0.85-0.89mm前後でした｡床暖房の使用時には､場所によって目地が1.0-
2.01Ⅷほど広がる可能性があります｡ただし､床暖房を使用しない時期には含水率も増
し床材は膨張しますので､目地の隙間は狭くなってきます｡

本試験結果より､今回のフローリングは弊社の床暖房にご採用いただいた場合でも問
題の生じることがないと判断します｡

尚､本報告嘉と共に試壊済のサンプル材も合わせてお送りさせていただきますの
で､ご採用に当たっては､同サンプル材もご確認いただいた上でご判断いただければ
幸いです｡

以上報告いたします｡


